
大阪産大のメンバーと製作し
たフォーミュラカー 大会出場
には膨大な資料提出も必要

　
東
部
大
阪
地
域
に
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
る
大
阪
産
業
大
学
と
近
畿
大
学
は
モ
ノ
づ
く
り
技
術
の
継
承
や
人

材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
大
阪
産
業
大
が
導
入
し
て
い
る
「
Ｏ
Ｓ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
育
」
は
、

学
生
が
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
開
発
や
地
域
振
興
と
い
っ
た

の
テ
ー
マ
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
体
的
に
運
営
し
、
社
会

に
通
用
す
る
問
題
解
決
能
力
を
養
う
。
近
畿
大
学
は
研
究
者
と
金
型
関
連
企
業
の
連
携
に
よ
り
、
製
造
技
術
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
、
地
域
の
財
産
と
し
て
継
承
す
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。
両
大
学
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

大
学
へ
の
期
待
高
ま
る

実
践
的
な
能
力
を
養
成
独
自
教
育
の
一
環
で
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
出
場

金型技術をデジタル化企業と連携、暗黙知継承へ 大
阪
産
大

近
畿
大

◆近畿大学の研究体制◆

東大阪市（経済部）、東大阪商工会議所、大阪府・商工労働部など
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近
畿
大
学
は
文
部
科
学
省

の
助
成
を
受
け
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
大
阪
東
部
地
域
連
携

に
よ
る
先
進
的
な
金
型
技
術

の
高
度
化
研
究
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
大
阪
東
部
地
域

に
は
金
型
製
造
企
業
が
約
７

０
０
社
以
上
あ
る
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ
ら

の
企
業
と
連
携
し
て
暗
黙
知

の
金
型
技
術
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
地
域
財
産
と
し
て
技
術

継
承
に
つ
な
げ
る
。
金
型
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
近
畿
大
の
材

料
、
設
計
、
製
造
分
野
の
研

究
者
が
専
門
分
野
の
先
進
的

な
研
究
と
学
生
の
教
育
に
よ

り
、
金
型
人
材
を
育
て
地
域

に
貢
献
す
る
狙
い
が
あ
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
理

工
学
部
機
械
工
学
科
の

人

の
教
員
が
材
料
、
設
計
、
製

造
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
取
り
組
む
。
材
料
グ
ル
ー

プ
は
金
型
材
料
の
表
面
改
質

・
複
合
化
を
テ
ー
マ
に
、
基

材
へ
の
溶
射
に
よ
る
皮
膜
形

成
、
鋳
造
に
よ
る
局
部
複
合

化
に
取
り
組
む
。
設
計
グ
ル

ー
プ
は
射
出
成
形
金
型
Ｃ
Ａ

Ｅ
の
高
精
度
化
を
テ
ー
マ

に
、
複
雑
形
状
製
品
の
メ
ッ

シ
ュ
生
成
軽
減
化
や
金
型
振

動
付
加
に
よ
る
摩
擦
低
減
、

熱
可
塑
性
カ
ー
ボ
ン
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
の
プ
レ
ス
・
射
出
成

形
な
ど
に
取
り
組
む
。
製
造

グ
ル
ー
プ
は
金
型
磨
き
計
測

の
完
全
自
動
化
を
テ
ー
マ

に
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
熟

練
技
術
者
の
金
型
の
磨
き
技

能
の
抽
出
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
技
能
移
植
に

取
り
組
む
。

　
研
究
装
置
は
５
軸
制
御
の

超
精
密
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー

Ｍ
Ｃ

を
導
入
済
み

で
、

月
に
は
金
型
や
成
形

品
の
形
状
を
計
測
す
る
た
め

三
次
元
デ
ジ
タ
ル
画
像
計
測

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
ア
ジ

ア
初
導
入
の
予
定
だ
。
今

後
、
射
出
成
形
機
、
型
彫
り

放
電
加
工
機
、
ワ
イ
ヤ
カ
ッ

ト
放
電
加
工
機
な
ど
を
導
入

す
る
予
定
だ
。

　
学
生
は
こ
れ
ら
の
装
置
を

用
い
て
金
型
作
製
に
取
り
組

む
。
「

年
度
の
金
型
グ
ラ

ン
プ
リ
参
加
に
向
け
教
育
は

す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
」

小
坂
学
教
授

と
話
す
。

「
装
置
は
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
設
置
す
る
の
で
、
多
く

の
学
生
に
モ
ノ
づ
く
り
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
環
境

が
提
供
で
き
る
」

西
籔
和

明
准
教
授

と
い
う
。

　
今
回
の
取
り
組
み
は
文
部

科
学
省
の

年
度
「
私
立
大

学
戦
略
的
基
盤
形
成
支
援
事

業
」
に
採
択
さ
れ
た
。
予
算

は
３
年
間
で
約

２
億
円
。
３
年

後
に
は
関
西
圏

初
の
金
型
産
業

研
究
拠
点
「
大

阪
東
部
地
域
金

型
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
」
の
開

設
を
目
指
し
て

い
る
。

　
こ
の
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
大

阪
東
部
地
域
が

今
後
も
金
型
産

業
の
拠
点
と
し

て
存
在
し
、
地

域
と
大
学
の
発

展
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　
大
阪
産
業
大
学
が
取
り
組

む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
育
の
一

つ
「
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
参

戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
フ

ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ス
タ
イ
ル
の
小

型
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
を
製
作

し
、
大
会
に
出
て
そ
の
性
能

な
ど
を
競
う
。

年
９
月
に

「
第

回
全
日
本
学
生
フ
ォ

ー
ミ
ュ
ラ
大
会
」
に
６
回
目

の
出
場
を
果
た
し
、
総
合
成

績
は
参
加

校
中

位
。

「
オ
ー
ト
ク
ロ
ス
」
「
ス
キ

ッ
ド
パ
ッ
ド
」
「
ア
ク
セ
ラ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
三
つ

の
走
行
種
目
で
そ
れ
ぞ
れ
２

位
、
５
位
、
７
位
と
上
位
に

食
い
込
む
健
闘
を
み
せ
た
。

　
同
大
会
は
自
動
車
に
関
す

る
学
術
団
体
「
自
動
車
技
術

会
」
が
、
米
国
の
「
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
Ｓ
Ａ
Ｅ
」
に
ル
ー
ル

を
準
拠
し
、
主
催
し
て
い

る
。
学
生
が

実
際
に
モ
ノ

づ
く
り
を
経

験
し
て
技
術

や
実
践
的
な

能
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
す

る
コ
ン
テ
ス

ト
だ
。
走
行
性
能
だ
け
で
な

く
製
造
コ
ス
ト
の
妥
当
性
、

デ
ザ
イ
ン
の
革
新
性
、
車
両

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
も

審
査
の
対
象
と
な
る
。
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
な
ど

が
審
査
員
を
務
め
、
車
両
を

前
に
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
も
必
要
に
な
る
。

　
大
阪
産
業
大
チ
ー
ム
も
メ

ン
バ
ー

人
が
英
文
ル
ー
ル

の
翻
訳
、
車
両
製
作
・
テ
ス

ト
、
提
出
資
料
の
作
成
、
ス

ポ
ン
サ
ー
探
し
な
ど
を
分
担

し
、
週
に
一
度
は
会
議
で

進
捗
を
確
認
し
て
大
会
を

し
ん
ち
ょ
く

目
指
す
。
学
生
の
活
動
を
監

督
、
助
言
す
る
フ
ァ
カ
ル
テ

ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

Ｆ
Ａ

を
務
め
る
上
田
博
之
准
教
授

は
「
経
験
を
積
む
う
ち
に
、

最
初
は
お
と
な
し
い
学
生
も

だ
ん
だ
ん
根
性
が
付
い
て
く

る
」
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

教
育
効
果
を
強
調
す
る
。

　
大
阪
産
業
大
チ
ー
ム
は
既

に

年
の
大
会
に
向
け
て
、

前
回
車
両
の
フ
レ
ー
ム
の
ひ

ず
み
を
検
証
し
た
り
、
新
ル

ー
ル
の
翻
訳
を
は
じ
め
た

り
、
準
備
に
取
り
か
か
っ
て

い
る
。
前
回
は
コ
ス
ト
、
プ

レ
ゼ
ン
な
ど
の
静
的
審
査
と

「
エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
」
と
い

う
走
行
種
目
の
点
数
が
伸
び

ず
、
総
合

位
に
留
ま
っ

た
。

　
Ｆ
Ａ
の
丸
山
太
加
志
講
師

は
「
最
終
的
な
詰
め
が
ま
だ

甘
く
、
先
輩
後
輩
の
技
術
の

引
き
継
ぎ
も
確
実
で
な
い
」

と
課
題
を
指
摘
す
る
。
し
か

し
、
新
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る

２
回
生
の
松
本
拓
也
さ
ん
は

「
静
的
審
査
も
お
さ
え
る
ポ

イ
ン
ト
は
見
え
て
い
る
」
と

自
信
あ
り
げ
だ
。
大
阪
産
業

大
に
は
関
西
で
も
数
少
な
い

試
験
設
備
が
そ
ろ
っ
て
お

り
、
環
境
は
整
っ
て
い
る
。

「
あ
と
は
勝
つ
だ
け
」
と
気

合
が
入
る
。


